











































































































審査 結 果  の.要
 る日
 石川の論文は悪性縦隔腫瘍に現われる上大静脈症候群に注目し,才ア煽てはか㌧る症候を起
 す悪性縦隔腫瘍24例を分類観察した。
 オ三編ては,実験的に.ヒ大蓄脈を種々の時間遮断して脳圧,外頸静脈圧等を観察し,長期の
 閉塞によって起る副血行路の観察を行っている。副血行路の観察には静脈撮影,経骨1覧丘的静脈
 撮影等を用いて観察して居る。
 オ三編ては,か＼る上大静脈閉塞の際の治療法の検討を行い,実験的に上大静脈右心耳直接
 単吻合,新鮮自家静脈移植,或はテフ・ン等の移植を行い・直接単吻合が最もよい事を認め,
 筒大腿彦麹長を以て左無名静脈を右心耳バイパスを行って著明の症状改善をみた1例を報告して
 いる。
 以.hの如くこの論文は,胸腔外科特に縦隔悪性腫瘍の列科に貢lli旨し汽ミ,乃であll・。
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